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石川県加賀市の水田地帯における越冬期のカモ類の環境選好性

一片野鴨池に飛来するカモ類の減少を抑制するための試み一
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はじめに

石川県加賀市にある片野鴨池は，北陸以西ではもっとも多くのマガンＡ'zseγα肋鯛り?2s，ヒ

シクイＡ､ﾉb6aJfsが越冬するとともにマガモＡﾌzasｶﾉα'‘y》伽j2c〃0sをはじめ，全国的に個体数の

少ないトモエガモＡ・ん〃zOsaなどカモ類の飛来するIIil内有数の水鳥渡来地であり（日本野鳥

の会1995)，石川県の天然記念物（1969年指定)，越前力峨海岸国定公卿第一極特別地域

(1993年指定)．国設片野鴨池鳥獣保護区特別保護地区（1993年指定)，ラムサール条約登録

湿地（1993年指定）に指定されている．

しかし，近年鴨池を越冬地として利用するカモ類の個体数は減少している（日本野鳥の会

石川支部1998)．その原因として，カモ類が採食場所として利用してきた鴨池周辺水田の環

境変化による食物の減少．また，加賀市周辺の湖沼の多くが銃猟禁止区域等に指定されたこ

とによるカモ類の分散，県道拡幅や高速道路敷設による都市化などが考えられている（日本

野鳥の会1995)．そこで近年，鴨池に飛来するカモ類の減少を抑制することを最終I-l的とし

た試みが行なわれている（大畑ほか1998)．1997年度，片野鴨池周辺地域保全整備連絡協議

会（事務局加賀市生活環境保全課．以下協議会）は環境庁の委託を受け，カモ類の減少を

抑制するための試みとして，越冬中のカモ類が採食場所として好む水H1環境を明らかにする

ための調査を行なったので報告する．

調査地および調査方法

調査地である下福田地区の水田は，石川県の西部，福井県に近い加憧市下福[11町に位職

する海抜標高４ｍ，鴨池観察館から直線距離で900ｍから１１００ｍのあいだにある（図１)．

水田の面積は約70haで，中央を走る県道上木中町線によって大きく二分されている．ほぼ

すべての水田が乾田化され．また多くの地域で秋耕しも行なわれている．
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図1.調査地．

Fig.１．Studyarea．
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1.実験用水田の設置と籾の散布

100×30ｍの水田４枚を用意し，水田１は水を張らず籾を撒いた水田，水田２は水を張り

籾を撒かない水田，水田３および４は水を張ったうえで籾を撒いた水田とした．また，対照

区として水を張らず，籾を撒かない水田５を設定した．水田１，２は秋耕しをしていない水

稲用水田，水田３，５は秋耕しをした水稲用水田であり，水田４は，かつては水稲用水田で

あったが，現在は転作で大豆を栽培していた．すべての水田において機械による刈り取りが

行なわれていた．水田３，４には，調査期間である1997年１１月１日から1998年２月２８日の

あいだにおよそ週２回，１枚あたり20kgの籾を日中に撒いた．撒いた籾の総量は水田３，水

田４ともに合計660kgであった．水田１には1997年11月１日に１回，２０ｋｇの籾を撒いたの

みであった．水田２，３，４には同期間中水を張った．ただし，水田４付近で暗渠排水工事が

行なわれたため，1997年１２月２２，２３，２９日および1998年２月２７日に水田４の水が一時的

に抜けた．この期間のデータは各環境間の選択性の比較解析からは除外したが，水の有無に

よる水田３と水田４のあいだの選択性の変化の解析に使用した．

2.水田に飛来したカモ類個体数調査

飛来したカモ類個体数の調査は1997年１１月１日から1998年２月２８日にかけて数日お

きに計５１回行なった．調査は，午後６時30分から７時のあいだに開始し，２０分程度で

終了した．各水田間に敷設された農道を時速10kｍ程度の低速で走行し，必要に応じて

停車して個体数を１倍および６倍の暗視単眼鏡（ITrNIGHTVISION製）をもちいて記

録した．カモ類の環境選択性は，各環境の水田面禰から期待される各水田へのカモ類の
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飛来個体数の割合とそれぞれの場所で実際に観察された個体数の割合の平均を比較して，

ｘ２検定法でその有意性を調べた．また，水田４の水が抜けた期間と水が抜けていなかっ

た期間における水田３と水田４のあいだの選択性の変化について，水が抜けていなかっ

た期間および水が抜けた期間にそれぞれの水田で観察された個体数の割合の平均を，そ

れぞれの水田面積から期待されるカモ類の飛来個体数の割合と比較して，Ｘ２検定法で

有意性を調べた．

結果

1.水田の環境とカモ類の飛来状況の関係

籾を撒き，水を張った水田３，４への飛来個体数はほかの水田と比較して多かった．籾を

撒かず，水を張った水田２には少数の飛来が確認されたが，籾を撒き，水を張らなかった水

田１および対照区の水田５には全く飛来しなかった．各水田の調査一回あたりの平均飛来数

は水田１および水田５が０羽，水田２が0.9±2.7羽，水田３が13±16.9羽，水田４が19±

20.3羽であった（Ⅳ＝47)．また，調査１回あたりのカモ類飛来数の最大値は水田１および

水田５が０羽，水田２が15羽（1997年１１月２７日），水田３が69羽（1997年１２月１６日），

水田４が80羽（1998年１月１２日）であった．カモ類は水を張り，籾を撒いた水田を選択し

ていた（図２；Ｘ２＝99.89,Ｐ＜0.001,自由度３)．
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図2．カモ類の水田環境の選択性．□は面積の割合に基づく期待値，■および直線は観察

された割合の平均および標準偏差を表す．

Fig.２．HabitatselectionoffOragingducksinfieldswithartificialfeeding，thosewater

provided,andthosewithout.□indicatevaluesexpectedfromtheproportionofarea,■

andbarindicateobseIvedmeansandstandarddeviations,rEspectively．
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2．水の有無による水田３と水田４の選択性の変化

カモ類は水があった期間中には水田３よりもむしろ水田４を有意に選択していたが（Ｘ２＝

4.96,Ｐ＜０．０５，自由度１)，水田４の水が抜けた期間中には，カモ類は有意に水田４を避

け，水田３を選択していた（図３；Ｘ２＝73.10,Ｐ＜0.001,自由度１)．

考察

今回の調査で明らかにされた，カモ類の採食場所として適した水田の条件として，次の２

点があげられた．１）冬期も水があること，２）水がある場合は，人為的に食物植物が提供さ

れるか，落ち穂や二番穂が存在するなど，食物が存在すること，である．

水の有無が重要であることは，カモ類が水田３，水田４ともに水のあった期間中には水田

4で有意に多く記録されたのに対し，水田４の水が抜けた期間中には有意に水田３で多く記

録されたたことや，水を張っただけの水田２には少数ではあるがカモ類の飛来がみられたの

に対し，水を張らずに籾を撒いた水田１および対照区の水田５には全く飛来しなかったことか

らも明らかであった．これは，マガモが採食の際に足をもちいて沈んだ食物を水面にまきあ
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ricefield4only
withoutwater

□％expected■％Observed bothricefields

withwater7５

5０

2５

130

2５

7５

5０

ricefield3ricefield4

図３．水の有無による水田３，水田４の選択性．■および直線は観察された個体数の割合の平均およ

び標準偏差，□は面欄の割合に基づく期待値を表す．上は水田３，４ともに水があった期間の結
果，下は水田４の水がなかった期間の結果．．

Fig.３.HabitatselectionofducksamongriceEeldswithorwithoutwater.□indicatevaluesexpected
fromthepmportionofarea,■andbarindicateobservedmeansandstandarddeviations,r℃spectively・
Above:theperiodthatbothricefeldshadwater,Below:theperiodthatricefeld4wasdIied．
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げる行動をすること（Cmmpl977）から，重要であると考えられた．

水がある水田の場合には，食物を供給しなかった水田２と供給した水田３，４のあいだ

で飛来個体数におおきな差がみられたことから，水が存在する場合には食物量がカモ類

の飛来に影響を与えることが考えられた．大聖寺川河口付近には冬期を通じて水がある

水田地帯が広範囲に渡って存在する．しかし，この付近では夜間，観察されたカモ類は

少なかった（山本浩伸未発表)．これはこの地区の水田で秋耕しが行なわれており．落

ち穂などの食物が地中に埋もれてしまうため食物植物が少なかったことによると考えら

れた．

その他，カモ類の水田への飛来数に影響を与える要因としてキツネなどの捕食者の接

近（たとえば1998年１月８日，１月２０日，２月２４日）や，自動車や人の農道への侵入

(たとえば1997年１２月１２日，１２月１６日，１２月１９日，1998年１月１２日，１月２０日，２

月７日）などが確認された．また，本調査の前年，地元農家により水田１枚に対して水

を張り，籾を撒く試みがあった．この際には水田３よりさらに県道から離れた水田が使

用され，今回以上のカモ類の飛来が観察されたという（山本幸次郎私信)．これらのこ

とから，道路から離れているなど人の接近の困難な水田がカモ類の採食地として適して

いると考えられた．

本調査により，カモ類は水を張り，籾を撒いた水田をより強く選択，利用することが明ら

かになった．このような水田の提供方法によっては，片野鴨池を越冬に利用するカモ類の減

少を抑制することができる可能性が考えられた．しかし，水田に冬期間水を張ることにより，

水田の畔が流されたり，水田内の土が柔らかくなり機械による農作業が困難になる可能性が

ある．このように，稲作への影響も考慮しなければならない．また，籾の収集および籾の散

布に必要な労働力の確保も問題である．このような，農業との共存をめざすうえでの問題を

解決するため，今後は，カモ類の採食地としての提供がその水田での稲作に与える影響につ

いて調べる予定である．
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要約

1997年11月１日から1998年２月２８日にかけ．片野鴨池周辺地域保全整備連絡協議会は，環境庁

の委託を受け，片野鴨池に飛来するカモ類の個体数減少を抑制することを最終目的として，カモ類

の好む水田環境についての調査を行なった．鴨池付近に４種類の環境の異なる水田を用意し、それ

ぞれに飛来したカモ類の個体数を調べた．カモ類は水を張り，籾を撒いた水田を有意に選択した．

このことから．どのような条件で多くの利用があるか，また．カモ類の個体数減少を抑制すること

ができるのか若干の考察を行なった．
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ThesuitabilityoftheenⅥronmentofricefieldsfOrwinteringduckswasstudiedfiPom

Novemberl,１９９７to28FebruaIy,1998．Fourdifferentenvironmentswerepreparedinfverice

fieldsnearKatano-kamoike,centralJapan:adIyfieldwithricetussocksleft,afieldfilledwith

water,twofieldswithricetussocksandshallowwater,andacontrolfield・Thenumberof

ducksflyingintoeachricefieldwascounted・Duringtheexaminationpenod,ｎｏｄｕｃｋｓｗｅｒ℃

countedatthedryricefieldandthecontrolsite･Duckschosetworicefieldsthathadrice

tussockswithshallowwater・Factorsaffectinghabitatｐ１℃ferenceofduckswere:rlcegrain

abundance,shallowwaterthataidsduckstofeedonthegTains,andsafetyfromdisturbance．
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